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「選挙結果は、私たちの生活に跳

ね返 って くる」と話す中村教授

衆
院
選
公
示
ま
で
、
１
週
間
。
景
気
浮
揚
、
少
子
高
齢
化
な
ど
重
要
課
題
が
山
積
す
る
な
か
、
有
権
者
は
何

を
指
標
に
１
票
を
投
じ
れ
ば
良
い
の
か
。
中
村
良
平

・
岡
山
大
大
学
院
教
授

（
公
共
政
策
）
と
江
草
安
彦

・
旭

川
荘
名
誉
理
事
長

（
川
崎
医
療
福
祉
大
学
名
誉
学
長
）
に
聞
い
た
。
初
回
は
中
村
教
授
。

中村良平叫墳変議蟹拝

雇
用
創
出
す
る
仕
組
み
必
要

―
―

「
政
権
選
択
の
選
挙
」
と

言
わ
れ
て
い
る
が

「
２
大
政
党
制
が
定
着
し
て
い

る
イ
ギ
リ
ス

（
保
守
と
労
働
）
、

ア
メ
リ
カ

（
民
主
と
共
和
）
ほ
ど
、

日
本
の
自
民
、
民
主
の
政
策
は
対

照
的
で
は
な
い
。
高
速
道
路
の
通

行
料
金
や
教
育
費
、
子
育
て
な
ど
、

発
表
さ
れ
て
い
る
政
権
公
約

（
マ

ニ
フ

ェ
ス
ト
）
な
ど
を
比

べ
る
と
、

耳
当
た
り
の
良
い
政
策
を
競
い
合

っ
て
い
る
よ
う

に
思
え

て
し
ま

う
。
ま
る
で
、
収
支
を
顧
み
な
い

サ
ー
ビ
ス
合
戦
だ
」

―
―
そ
れ
で
も
、
ど
ん
な
点
が

争
点
に
な
る
の
か

「
直
面
す
る
課
題
に
、
経
済

・

雇
用
対
策
が
あ
り
、
現
在
の
跡
雲

感
の
背
景
に
は
、
低
い
有
効
求
人

倍
率
が
あ
る
。
岡
山
で
は
昨
年
秋

か
ら
の
不
況
で
、
雇
用
が
下
請
け

な
ど
周
辺
も
含
め
、
倉
敷
市
の
水

島
地
区
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
自
動
車
、
鉄

鋼
と
い
う
、
か
つ
て
の
成
長
産
業

に
今
も
頼
っ
て
い
て
、
脱
度
で
き

て
い
な
い
面
が
出
て
し
ま
っ
た
」

―
―

「景
気
は
底
を
打
っ
た
」

と
の
報
道
も
あ
る

「国
も
地
方
自
治
体
も
一
時
的

な
雇
用
を
生
み
出
す
た
め
の
政
策

は
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
域

を
引
っ
張
る
、
あ
る
い
は
雇
用
を

創
出
す
る
と
い
う
仕
組
み
は
で
き

て
お
ら
ず
、
根
本
的
な
対
策
に
は

至
っ
て
い
な
い
」

―
―
国
が
と
れ
る
政
策
は

「発
展
が
期
待
で
き
る
産
業
は

『環
境
』
と

『観
光
』
。
環
境
な

ら
、日
本
が
持
つ
資
源
を
生
か
し
、

農
林
漁
業
を
活
性
化
さ
せ
れ
ば
良

い
。
特
に
岡
山
は
森
林
も
多
く
、

同
時
に
瀬
戸
内
海
に
も
面
し
て
お

り
、
格
好
の
立
地
条
件
に
あ
る
。

本
格
的
に
動
き
出
せ
ば
、
必
ず
人

手
が
必
要
に
な
る
。

『環
境
と
経

済
成
長
は
相
い
れ
な
い
』
と
の
価

値
観
は
、
乗
り
越
え
れ
ば
良
い
」

「観
光
で
は
異
業
種
と
の
連
携

強
化
。
例
え
ば
、
教
育
業
界
と
で

考
え
る
と
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
の
留
学
生
に
日
本
の
良
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
行
政
が
補

助
金
を
出
し
て
国
内
旅
行
を
さ
せ

る
の
も
手
だ
。
帰
国
後
に
『日
本
』

を
宣
伝
し
て
も
ら
え
る
。
す
ぐ
に

芽
は
出
な
い
が
、
十
数
年
後
を
見

据
え
れ
ば
プ
ラ
ス
に
働
く
。
人
が

来
る
と
こ
ろ
で
は
お
金
が
動
き
、

雇
用
の
機
会
が
生
ま
れ
る
」

―
―
各
政
党
の
マ
エ
フ
ェ
ス
ト

を
見
て
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
は「中
長
期
的
に
日
本
を
ど
の
よ

う
な
姿
に
し
て
い
き
た
い
の
か
、

基
本
的
な
枠
組
み
を
示
し
て
い
る

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
正
直
、
な
い

よ
う
に
思
え
る
。
選
挙
戦
が
本
格

化
し
て
く
れ
ば
、
有
権
者
は
、
新

聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、

（マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
内
容
が
）
達

成
で
き
る
目
標
な
の
か
、
そ
れ
と

も
矛
盾
点
を
は
ら
ん
で
い
る
の
か

を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

雰
囲
気
だ
け
で
決
め
て
は
い
け
な

い
。
投
票
結
果
は
、
必
ず
自
分
た

ち
に
返
っ
て
く
る
」

（聞
き
手
・
桑
原
尚
史
）


